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営業外費用の発生及び平成２０年１２月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、平成 20 年 12 月期において、下記の通り営業外費用を計上する見込みとなりましたので、お知

らせいたします。 

併せて、平成 20 年８月５日付当社「平成 20 年 12 月期業績予想の修正に関するお知らせ」及び同日付当

社「平成 20 年 12 月期中間決算短信」にて発表いたしました平成 20 年 12 月期(平成 19 年 12 月 21 日～平

成 20 年 12 月 20 日)の通期業績予想について下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

 １．営業外費用の計上とその概要 

    急激な円高に伴い為替予約取引及び通貨オプション取引において、デリバティブ評価損１億７千

８百万円を計上する見込みとなりました。 

 

２．業績予想の修正について 

(1) 平成 20 年 12 月期 通期業績予想の修正 

①連結業績予想数値の修正（平成 19 年 12 月 21 日～平成 20 年 12 月 20 日）       (単位：百万円) 

             

売 上 高 営業利益 経常利益
当期純利益又は

当期純損失(△) 

１株当たり 

当期純利益又は

当期純損失(△)

 

前回予想（Ａ） 

 

17,952

  

    208 

 

209 

 

128 

円 銭 

25.05 

今回修正（Ｂ） 18,218     223     85   △58   △11.45 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 266     15 △124 △186    － 

増 減 率（％）      1.5  7.2 △59.3   －      － 

（ご参考） 

前期実績(平成 19 年 12 月期) 

 

19,403

 

      321

     

     380 

  

186 

 

     36.56 

 

 

②個別業績予想数値の修正（平成 19 年 12 月 21 日～平成 20 年 12 月 20 日）       (単位：百万円) 

             
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

 

17,744

 

218 

 

228 

 

122 

円 銭 

   23.88 

今回修正（Ｂ） 18,027      236 104 151      29.68 

増 減 額（Ｂ－Ａ）   283       18 △124 29      － 

増 減 率（％） 1.6      8.3 △54.4 23.8    － 

（ご参考） 

前期実績(平成 19 年 12 月期) 

 

18,968

 

     322 

     

397 

 

141 

 

     27.75 
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(2) 修正の理由 

①  連結の修正理由 

         売上高につきましては、紳士靴が好調に推移し、前回予想 179 億５千２百万円を上回る 182

億１千８百万円（前回予想比：２億６千６百万円増、対前年比：11 億８千５百万円減）となる

見込みであります。 

営業利益は、売上高が前回予想を上回ったことにより、前回予想２億８百万円を上回る２億

２千３百万円となる見込みであります。 

経常利益につきましては、当初 100 円のドルレート予想が 90 円という急激な円高によるリバ

ティブ評価損１億７千８百万円等があったことにより、前回予想２億９百万円を下回る８千５

百万円（前回予想比：１億２千４百万円減、対前年比：２億９千５百万円減）となる見込みで

あります。 

当期純利益につきましては、固定資産売却益８千２百万円等がありましたが、子会社との合

併を契機に子会社の土地の評価に係る繰延税金資産を取崩したことにより法人税等調整額が増

加したため、５千８百万円の当期純損失（前回予想は１億２千８百万円の利益）となる見込み

であります。 

 

② 個別の修正理由 

         売上高につきましては、連結と同様に紳士靴が好調に推移し、前回予想 177 億４千４百万円

を上回る 180 億２千７百万円（前回予想比：２億８千３百万円増、対前年比：９億４千１百万

円減）となる見込みであります。 

営業利益は、連結と同様に売上高が前回予想を上回ったことにより、前回予想２億１千８百

万円を上回る２億３千６百万円となる見込みであります。 

経常利益につきましては、連結と同様に急激な円高によるデリバティブ評価損１億７千８百

万円等があったことにより、前回予想２億２千８百万円を下回る１億４百万円（前回予想比：

１億２千４百万円減、対前年比：２億９千３百万円減）となる見込みであります。 

当期純利益につきましては、固定資産売却益８千２百万円等があったことにより、前回予想

１億２千２百万円を上回る１億５千１百万円（前回予想比：２千９百万円増）となる見込みで

あります。 

なお、平成 20 年６月 21 日付にて、連結子会社であります株式会社新宿屋を吸収合併いたし

ましたので、通期の個別業績予想の今回修正額は合併後の数値となっております。 

 
（注）上記予想は、発表日現在の情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想

数値と異なる場合があります。 

以上 
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